
  
第
26
回
国
民
文
化
祭

  
京
都
2
0
1
1
・「
連
歌
の
祭
典
」プ
レ
大
会　

文
芸
祭
連
歌
大
会

　

サ
ブ
テ
ー
マ　
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
京
こ
そ
連
歌
」

〈
趣　
　

旨
〉　

全
国
の
連
歌
に
親
し
む
人
、
新
し
く
勉
強
し
よ
う
と
す
る
人
達
が
集
い
、
連
歌
を
通
し
て
古
語
、
雅
語
の
美
し
い
日
本
語
を
見
直
し
、
次
の
世
代

　
　
　
　
　
　

に
引
き
継
ぐ
機
会
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
度
の「
連
歌
の
祭
典
」開
催
に
向
け
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
連
歌
作
品
の
募
集
や
実
作
を
通
じ
て
若
い
世
代

　
　
　
　
　
　

を
含
め
た
交
流
の
場
と
し
ま
す
。

〈
主 

催 

者
〉　

第
26
回
国
民
文
化
祭
京
都
府
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

全
国
連
歌
協
会

　
　
　
　
　
　

京
都
連
歌
の
会

〈
後　
　

援
〉　

京
都
府　

京
都
府
教
育
委
員
会

〈
事
業
内
容
〉　

全
国
か
ら
連
歌
を
募
集
し
、
入
選
作
品
を
選
び
表
彰
。

　
　
　
　
　
　

連
歌
実
作
を
行
い
参
加
者
の
交
流
を
は
か
る
。

　
　
　
　
　
　

講
演
会
を
行
い
、
言
葉
に
よ
る
表
現
の
探
求
を
行
う
。

〈
日　
　

時
〉　

平
成
二
十
二
年
十
月
三
十
日（
土
）　

三
十
一
日（
日
）

〈
会　
　

場
〉　

第
一
日（
三 

十 

日
）…

大　
　

会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

開
会
式
・
連
歌
公
募
作
品
の
表
彰
選
評　

十
三
時　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

講　

演　

会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

十
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

交　

流　

会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

十
七
時

　
　
　
　
　
　

開
会
式
・
表
彰
・
講
演
会
・
交
流
会
の
会
場

　
　
　
　
　
　
　

京
都
テ
ル
サ（
京
都
府
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
南
区
九
条
下
殿
田
町
七
〇　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
五--

六
九
二--
三
四
〇
〇（
代
表
）

　
　
　
　
　
　

第
二
日（
三
十
一
日
）…

連
歌
実
作　
　
　

十
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ※

九
時
半
受
付
。
各
座
の
進
行
は
係
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

実
作
の
会
場

　
　
　
　
　
　
　

京
都
北
野
天
満
宮
・
東
寺
塔
頭「
観
智
院
」

　
　
　
　
　
　
　

※

実
作
会
場
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
主
催
者
か
ら
連
絡
し
ま
す
。



〈
連
歌
応
募
規
定
〉

　
　
　
　
　
　
（
一
）　

作　
　

品　

連
歌
の「
第
三
」を
付
け
る
。

　
　
　
　
　
　
（
二
）　

応 

募 

料　

無　

料

　
　
　
　
　
　
（
三
）　

応
募
方
法　

所
定
の
用
紙
、
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
左
記
応
募
先
へ
郵
送
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

封
筒
に
は「
連
歌
作
品
」と
明
記
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
は
、
一
句
の
み
で
も
可
。
未
発
表
の
自
作
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
、
交
流
会
及
び
実
作
会
参
加
の
有
無
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
会
費
は
当
日
申
し
受
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
規
定
に
違
反
す
る
場
合
は
、
入
選
、
入
賞
を
取
り
消
し
ま
す
。

〈
応 

募 

先
〉　

〒
六
〇
二--
八
五
七
〇　

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
藪
ノ
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
26
回
国
民
文
化
祭
京
都
府
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
五--

四
一
四--

四
二
八
〇　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五--

四
一
四--

五
一
三
七

〈
応
募
受
付
〉　

六
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
迄（
当
日
消
印
有
効
）

〈
審　
　

査
〉　

以
下
の
選
者
に
よ
り
審
査
を
行
い
、
入
選
、
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

結
果
は
、
入
選
者
・
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

な
お
、
審
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
審
査
結
果
に
つ
い
て
の
異
議
は
受
理
致
し
ま
せ
ん
。

〈
選　
　

者
〉　

有
川
宜
博　

島
津
忠
夫　

図
子
ま
り
絵　

筒
井
紅
舟　

鶴
崎
裕
雄　

服
部
満
千
子　

藤
江
正
謹　

光
田
和
伸　
（
五
十
音
順
）

〈　

 

賞 　

〉　

第
26
回
国
民
文
化
祭
京
都
府
実
行
委
員
会
会
長
賞

　
　
　
　
　
　

全
国
連
歌
協
会
会
長
賞

　
　
　
　
　
　

京
都
連
歌
の
会
会
長
賞

〈
発　
　

表
〉　

二
十
二
年
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　

国
民
文
化
祭
連
歌
会
プ
レ
会
場　

京
都
テ
ル
サ
に
て

　
　
　
　
　
　

受
賞
者
に
は
予
め
通
知
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

入
選
作
品
は
、
作
品
集
と
し
て
刊
行
し
、
応
募
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

〈
宿　
　

泊
〉　

御
予
約
は
各
自
ご
自
由
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
交 

流 

会
〉　

別
途
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉　

　
　
　
　
　
　

〒
六
〇
二--

八
五
七
〇　

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
藪
ノ
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
26
回
国
民
文
化
祭
京
都
府
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
五--

四
一
四--

四
二
八
〇　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五--
四
一
四--

五
一
三
七



　

連 

歌 

作 

品 

を 

公 

募 

し 

ま 

す

　

今
年
平
成
二
十
二
年
秋
に
京
都
で
文
芸
祭
連
歌
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
明
年
の「
第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京
都
2
0
1
1　

連
歌
の
祭
典
」の
予
行
と

し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
現
代
連
歌
の
い
っ
そ
う
の
興
隆
を
願
っ
て
の
も
の
で
す
。
ど
う
か
広
く
多
数
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
作
品
は
厳
正

に
審
査
の
う
え
、
優
秀
作
は
秋
の
大
会
に
お
い
て
顕
彰
い
た
し
ま
す
。

【
連
歌
の「
第
三
」を
付
け
て
く
だ
さ
い
】

　

連
歌
で
は
発
句
、脇
句
に
つ
づ
く
第
三
句
目
を「
第
三
」と
言
い
ま
す
。次
の
二
組
の
発
句
、脇
句
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
な
た
の
第
三
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。春
の
発
句
、

脇
句
は
現
代
の
作
品
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

夏
の
発
句
、
脇
句
は
、
明
智
光
秀
が
本
能
寺
の
変
の
数
日
前
に
京
都
愛
宕
山
で
興
行
し
た「
愛
宕
百
韻
」の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
季　

節
〕　　
〔
素　

材
〕

発
句　
　

み
教
へ
を
伝
へ
む
不
二
の
八
重
桜　
　
　

忠　

夫　
　

春　
　
　
　
　

植
物

脇
句　
　

東
風
か
を
り
く
る
名
に
し
負
ふ
寺　
　
　

幸　

子　
　

春　
　
　
　
　

釈
教

第
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
句　
　

春

発
句　
　

と
き
は
今
天
が
下
し
る
五
月
哉　
　
　
　

光　

秀　
　

夏　
　
　
　
　

な
し

脇
句　
　

水
上
ま
さ
る
庭
の
夏
山　
　
　
　
　
　
　

行　

祐　
　

夏　
　
　
　
　

山
類
・
水
辺
・
居
所



第
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
句　
　
　
　
　
　
　
　

夏
ま
た
は
雑（
無
季
）

　

連
歌
は
、
前
句
に
付
き
な
が
ら
同
時
に
離
れ
て
新
し
い
世
界
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
三
は
こ
と
に
、
発
句
と
脇
句
の
作
る
世
界
か
ら
大
胆
に
踏
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
作
品
の
出
発
直
後
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
展
開

か
ら
生
じ
る
制
約
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

作
り
や
す
く
、
ま
た
連
歌
の
面
白
さ
を
味
わ
う
に
は
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
ど
う
か
、
あ
な
た
の
手
で
新
し
い
展
開
の
第
一
歩
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

【「
第
三
」の
作
り
方
の
約
束
】

　

第
三
に
は
こ
れ
ま
で
に
記
し
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
作
り
方
の
約
束
が
あ
り
ま
す
。

　
（
１
）助
詞
の「
て
」ま
た
は
助
動
詞
の「
ら
む
」で
終
わ
り
、
お
お
ら
か
で
格
調
高
く
、
の
び
の
び
と
し
た
世
界
の
表
現
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
２
）神　

、
釈
教
、
恋
、
述
懐
、
名
所
の
よ
う
な
重
い
素
材
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
連
歌
の
付
句
に
共
通
の
、
つ
ぎ
の
約
束
が
あ
り
ま
す
。

　
（
３
）打
越（
こ
の
場
合
、
発
句
）に
使
わ
れ
て
、
前
句
に
使
わ
れ
な
か
っ
た
素
材
は
使
用
で
き
な
い
。
ま
た
打
越
や
前
句
と
、
発
想
、
句
境
が
似
た
も
の
と
な
っ

　
　
　

て
は
い
け
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
連
歌
そ
の
も
の
の
約
束
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　
（
４
）俳
言
を
使
用
し
な
い
。
俳
言
と
は
漢
語
と
俗
語
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
漢
語
と
は
漢
字
の
音
読
み
の
熟
語
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば「
約
束
」「
志
向
」の

　
　
　

よ
う
な
単
語
で
す
。
俗
語
は
考
え
方
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
流
行
語
、
外
来
語
、
あ
ま
り
に
品
の
な
い
語
彙
の
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
連
歌
は
発
想

　
　
　

と
表
現
が
雅
馴
で
あ
る
こ
と（
上
品
で
、
よ
く
練
れ
て
い
る
こ
と
）を
志
し
て
い
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
愛
宕
百
韻
」は
、
明
智
光
秀
が
織
田
信
長
を
討
つ
志
を
ひ
そ
か
に
こ
め
て
、
戦
勝
を
祈
っ
た
と
い
う
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
、
応
募
作
に
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち

を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
純
粋
に
芸
術
的
な
世
界
を
展
開
し
て
く
だ
さ
い
。



○
実
作
会
場
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
主
催
者
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

　

交
流
会
参
加
の
方
の
み
会
費　

五
千
円（
当
日
）

三  

十  

日  

大  

会

参　

加　
・　

不
参
加

三 

十 

日 

交 

流 

会

参　

加　
・　

不
参
加

三 

十 

一 

日 

実 

作

参　

加　
・　

不
参
加

応　

募　

票

国
民
文
化
祭　

連
歌
の
祭
典
プ
レ
大
会

一
般
の
部　
　
　

高
校
生
以
下
の
部

応
募
部
門

 ※

該
当
に
○
印
を　
　

　
　

 　

つ
け
て
く
だ
さ
い　
　
　

①
返
信
な
ど
で
利
用
し
ま
す
の
で
、
氏
名
・
住
所
は
楷
書
で
ハ
ッ
キ
リ
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
大
会
当
日
の
参
加
の
有
無
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
入
賞
者
に
つ
い
て
は
、
応
募
票
に
記
載
の
個
人
情
報
の
う
ち
、
氏
名
、
居
住
地
の
市
町
村
名
、
学
校
名
等
を
作
品

　

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
報
道
機
関
を
含
め
た
関
係
者
へ
も
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
了
承
の
上
応
募
く

　

だ
さ
い
。

　

こ
の
応
募
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
住
所
・
氏
名
等
の
デ
ー
タ
は

大
会
関
係
事
務
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

来
年
度
開
催
の
国
民
文
化
祭「
連
歌
の
祭
典
」の
募
集
要
項
送
付
等

の
関
連
事
務
に
使
用
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
○
を
し
て
く

だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　

希
望
し
な
い

住　　所 氏　名

雅　

号

ふ
り
が
な

本　

名

都　

道

府　

県

ふ
り
が
な

Ｔ
Ｅ
Ｌ 　
　
　
　
　
　

  （　
　
　

）

〒

　　  -



応
募
用
紙
は
コ
ピ
ー
で
も
可

発
句　
　

み
教
へ
を
伝
へ
む
不
二
の
八
重
桜　
　
　
　

忠　

夫　
　

春
季

脇
句　
　

東
風
か
を
り
く
る
名
に
し
負
ふ
寺　
　
　
　

幸　

子　
　

春
季

第
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
句　
　

春
季

【
応
募
句
】

　

※

い
ず
れ
か
の
み
で
も
可

応　

 

募　

 

部　

 

門

※

該
当
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

　

一
般
の
部　

・　

高
校
生
以
下
の
部

発
句　
　

と
き
は
今
天
が
下
し
る
五
月
哉　
　
　
　
　

光　

秀　
　

夏
季

脇
句　
　

水
上
ま
さ
る
庭
の
夏
山　
　
　
　
　
　
　
　

行　

祐　
　

夏
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会　場　地　図

　〈 北 野 天 満 宮 〉

〈 京 都 テ ル サ 〉
京都府民交流プラザ

　〈 東　　　寺 〉

○ JR京都駅（八条口西口）より南へ
　徒歩約15分
○ 近鉄東寺駅より東へ徒歩約5分
○ 地下鉄九条駅4番出口より西へ徒
　歩約5分
○ 市バス九条車庫南すぐ
○ 名神京都南インターより国道1号
　北行き市内方面へ
　九条通を東へ、九条新町交差点を
　南へ

有料駐車場が地下に180台ござい
ます
最初の1時間400円、その後30分
ごとに200円加算

○ JR「京都駅」より市バス50・101系統「北野天満宮前」下車
○ JR・地下鉄「二条駅」より市バス55系統「北野天満宮前」下車
○ JR「円町駅」より市バス203系統「北野天満宮前」下車
○ 地下鉄「今出川駅」より市バス203系統「北野天満宮前」下車
○ 京阪「出町柳駅」より市バス203系統・「三条駅」より市バス10
　系統「北野天満宮前」下車
○ 阪急「四条大宮駅」より市バス55系統「北野天満宮前」下車
○ 京福電車「白梅町駅」より徒歩約5分

○ JR「京都駅」（八条口）下車　徒歩約15分
○ 近鉄「東寺駅」下車　徒歩約10分
○ 京阪「丹波橋駅」から近鉄「丹波橋駅」乗り換え「東寺駅」下車
　徒歩約10分
○ 阪急「大宮駅」から市バス18系統、71系統、207系統乗り換え
　「東寺東門前」下車　徒歩約1分


